
【コラム】事務所創立５０周年記念のつどい（弁護士牧野丘）
昨年１１月１７日、さいたま市浦和区のロイヤルパインズホテルにおいて、当事務所の開設５０周年記念式典を開催させていただきました。
当日は、当事務所にゆかりの深い２５０名を超えるご来賓の皆さまに県内外からご参集いただきました。お忙しい中お運びいただいたこと、
心より感謝申し上げます。本来であれば、もっと多くの皆さまにお声かけをするべきところ、予算と会場の都合により、ごく一部の方にと
どめざるを得ませんでした。たいへん申し訳ありません。

式典は、髙木太郎の開会の挨拶に始まり、日本労働弁護団会長井上幸夫様、自由法曹団事務局長山添健之様、埼玉弁護士会会長尾崎康様か
らご祝辞をちょうだいし、早稲田大学教授辻内琢也様の乾杯のご発声により開宴しました。

５０年の歴史は、大半を動画を含むスクリーン画像にまとめてみました。とりわけ事務所最長老となった梶山敏雄の挨拶に続くOBの皆さ
まからのお話は、若手弁護士がインタビューしたものを数分ずつの動画にまとめたものですが、一昨年に相次いで鬼籍に入られた当事務所
の創設者である宮澤洋夫先生と城口順二先生の思い出なども語っていただき、当事務所の源流を見定めるにふさわしいお話でした。それぞ
れの先生方へのインタビューは１時間から２時間にわたるもので、編集を担当した元YouTuberの事務局は、かなり思案したようで
す。今後、事務所内にて皆で全体を共有したいと考えています。

歴史をたどる最後は、この１０年間の各弁護士の有様についてでした。私たちは約１年前から準備を始めましたが、毎月１回の定例事務所
会議で、各弁護士が自身の振り返りをスピーチしました。その内容を動画などに纏めたものです。かなり昔の写真をどこかから発掘してき
たり、BGMにそれぞれのゆかりの楽曲を使ったりして、楽しんでいただけたのではないでしょうか。

５０年の歴史は、当事務所にとっては決して過去のものではありません。こうして祝っていただけるのも長く続いたことへの賞賛だけでは
ないと思います。未来へ繋げていかなければなりません。未来にどんな事務所になっているか。人数の多さは、もう何年も前から特徴的な
ものではなくなりました。歴史が培ってきた「埼玉総合のDNA」を見極めながら、それを時代に合わせて料理していく責務があるのだろ
うと思います。
そこで、今回の式典で後半は、「事務所の未来」と題して、私たちの理想と覚悟をお示しすることとしました。まず猪股正から、自身の独
特の精力的な活動が様々な分野の方々との繋がりによって営まれていることについての感謝のスピーチを行い、引き続いて鴨田譲脚本にか
かる若手弁護士たちによる寸劇を披露させていただきました。伝統を自覚しながら、それぞれが感性を磨き世の中のどんな要求にも果敢に
応えること、事務所はそれを物心両面で支える基盤であり続けることを志したいという硬派な内容を、おもしろおかしくまとめました。

最後に事務所代表の伊須慎一郎から皆さまへの謝辞を申し述べてお開きとなりました。

１年間の準備は今回の宴開催だけを目的とせず、記念誌の編纂や、資料や名簿の整理と記録化など、それこそ１００年の下地作りにも貢献
するものでした。当事務所は、個々の感性を磨きつつ、それぞれの成長を保障する事務所であり続けるため、所内全体の配慮深い環境作り
に留意していきたいと思います。

弁護士　牧野　丘

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）
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【コラム】二年目スタート！（弁護士宮本澄香）
２０２３年、私にとって弁護士一年目の年は怒涛の勢いで過ぎさりました。
修習生時代お世話になった先生からは、実務に出ても日々の勉強を止めないことが重要ですと説かれたにもかかわらず、昨年末にかけての
数カ月間は仕事の忙しさに紛れて勉強時間も確保できていませんでした。そこで、二年目は更に経験値を増やしていきたいという思いもこ
めて、今年の抱負は「日々勉強」とします。

昨年は、色々な事件に関わる中でも刑事事件を頑張った一年であったように思います。接見のため、一日に複数の警察署をハシゴして
１０km以上を歩き、足が棒のようになったことも一度や二度ではありません。いい結果に繋げられた事件も、そうならなかったものもあ
りますが、どの事件も悔いの残らないよう全力でやらせていただけたと思います。

一方で、慣れないことが多かったためか、例年に比べ体調を崩すことが多い一年でもありました。それも踏まえて、年末年始は一年目を乗
り切ったご褒美も兼ねて、長めのお休みをいただこうと思っています。なので、この事務所ニュースが発刊される頃には、十分に休養を取っ
て弁護士二年目に向けた英気が養われていることでしょう（そうであってください）。健康に留意しつつ、今年もまた一年頑張っていきた
いと思います。

弁護士　宮本　澄香

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）

【コラム】「梶山・牧野対談」編集後記（弁護士深谷直史）
昨年11月17日に、埼玉総合法律事務所創立50周年記念パーティーが盛大に開かれました。弁護士会・自由法曹団・労働弁護団・顧問
先など、大勢の方々に列席いただき、埼玉総合の伝統の重みを感じました。これからの10年20年と埼玉総合の役割を全うすべく、私も
頑張ろうと気持ちを新たにした次第です。
創立50周年ということで、記念紙の作成も行いました。50年の歴史は厚く長く、今後の事務所の展望も語るなど、内容も盛り沢山となっ
ておりますので、ぜひ読んでいただきたいです。
私は、巻末の「梶山・牧野対談」企画のインタビュー・編集を担当しました。インタビューを通じて、「聞く力」の大切さを痛感しました。
話を引き出すには、インタビュアーも知識を入れておかねばなりません。過去の事務所ニュースや『心礎を築く』に目を通し、事務所の歴
史や両先生の生い立ちを知るなど、準備の方が大変でした。口先だけのテクニックではなく、裏打ちされた知識や事前の準備が、「聞く力」
を育むことになるのだと感じました。
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普段から寡黙な大重鎮のお二人から話を引き出すのは非常に緊張しましたが、宮澤先生・城口先生との思い出や未来の埼玉総合について、
喜んで話してくださり、インタビューは大成功。入念な準備や、インタビュー中に日本酒を差入れしたことが、功を奏したと思っています。
中には、とても記念誌には書けないような話も聞いてしまいました。「聞く力」もほどほどにしないといけないなと思いました。

弁護士　深谷　直史

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）

【コラム】どんなに壁が高くても（弁護士鈴木満）
昨年６月に、出入国管理及び難民認定法（入管法）の改正法が成立しました。この改正には、多くの人々が反対の声を上げ、成立に至るま
での間や、成立後しばらくは、メディアでも「難民」などについて、よく取り上げられていました。

昨年８月４日、出入国在留管理庁は、「送還忌避者のうち本邦で出生したこどもの在留特別許可に関する対応方針について」を発表しまし
た。
この方針は、日本で出生するなど一定の要件を満たす１８歳未満の子どもとその家族を対象に、今回に限り、在留資格を付与するというも
のです。なお、子どもが要件を満たしている場合であっても、親の事情次第では、対象外となります。
出入国在留管理庁が、このような発表をしたのは、改正法に対して、多くの反対の声があったことの影響ではないかと個人的には思ってい
ます。
この対応方針に基づいて、昨年のうちに、既に複数の家族が在留資格を取得しており、今年に入ってからも在留資格を取得できる家族は出
てくると思われます。
この対応方針には不十分な点もあると思っていますが、それでも、何年もの間、不安定な身分で多くの不安を抱えて日本で生活をしていた
子どもやその家族が、少なくとも今よりは安定した生活を送れるようになることはよいことだと思います。
良い報せが届くのを待ち遠しく思っています。

弁護士　鈴木　満

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）
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【コラム】事務所と共に（弁護士南木ゆう）
埼玉総合が、昨年５０周年を迎えました。記念式典には、たくさんの方が参加して下さり、多くの地域の方々に支えられている事務所であ
ることや、総合事務所として果たすべき役割に、我が身を振り返り、気を引き締め直す大事な機会となりました。

式典の準備は、事務局さんたちが意見を出し合って、大変な作業も厭わずに、仕事の合間や休日をつかってまで、やりきってくれました。
事務所への愛情を持って働いてくれる事務局さんたちあってこその事務所だと再認識しました。いつも（ワガママな弁護士が多い？）この
事務所を支えてくれて、本当にありがとうございます。

２０１３年１２月２４日に埼玉総合に入所した私は、今年で弁護士１１年目を迎えますが、所内の構成としては、弁護士１４人中下から数
えて４番目と、まだ若手といっても良いポジションなので、もう少し先輩方には甘えさせて頂こうと思っています。

入所以来、様々な事件に携わってきましたが、昨年は特に困難な事件が多かったように思います。その反面、良い結果が得られたときの喜
びも大きく、仕事へのやりがいも、また頓に感じることができました。入所当初の想いを忘れずに、これからも目の前の依頼者の想いに向
き合い、粘り強く取り組んでいけるように頑張ろうと思っています。

弁護士　南木　ゆう

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）

【コラム】インターネット上の誹謗中傷（弁護士鴨田譲）
最近、自身あるいは自身が経営する事業がインターネット上で他人の投稿により誹謗中傷を受けているとの相談が寄せられています。この
場合、まずその投稿が削除できるかを考えます。取扱いはサイトにより異なりますが、削除依頼受付のメールフォームがあるサイトであれ
ばそこから自身で削除依頼をすることになります。
それで削除できなければ、弁護士に依頼してサイト管理者に通知書を送付したり、削除仮処分の裁判を起こすことを検討します。
このほか、投稿者を特定して損害賠償請求をすることも考えられます。
この場合、発信者情報開示申立の裁判により、投稿者が契約しているプロバイダの情報を得て、そこから投稿者の氏名、住所等を開示して
もらい、投稿者に対して請求していくことになります。
裁判では、削除、開示いずれの場合も名誉毀損の成立のために具体的な事実の指摘に基づく社会的評価の低下が必要となります。このハー
ドルが決して低くはなく、例えば「金目当て」「最悪」「最低」といった投稿でも、具体的事実の指摘ではなく投稿者の不満や感想を述べ
たに過ぎないとして名誉毀損が認められないことがあります。
名誉毀損の判断は難しいこともありますので、お困りの際は弁護士にご相談ください。
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弁護士　鴨田　譲

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）

【コラム】合理的配慮の提供が義務になります（弁護士月岡朗）
２０２４年４月１日から、行政機関だけでなく、民間事業者にも、障害のある人への合理的配慮の提供が義務化されることはご存知でしょ
うか。

私たちの社会には、障がいのない人には簡単に利用できる場所やサービスである一方で、障がいのある人には利用できない場所やサービス
があります。そのような場所やサービスについて、障がいのある人から「自分も利用できるように助けてほしい」とお願いされた時に、障
がいのある人と一緒に解決策を考えていくこと、これを合理的配慮の提供といいます。

例えば、身体が不自由で車いすに乗っている人が、レストランに、「車いすのまま着席させてほしい」とお願いした場面を想像してみましょ
う。この場合、レストランが、テーブルに用意された椅子を片付けて、車いすのまま着席できるスペースを確保すること、これが合理的配
慮の提供です。

合理的配慮の提供のためには、障がいのある人との対話が重要です。

「前例がありません」「特別扱いできません」と対話を断るのではなく、障がいのある人とどうしたらよいか話し合って、一緒に解決策を
考えていくことが大切です。

障がいのある人もない人も、互いに認め支え合う、そんな日が来ることを祈っています。

弁護士　月岡　朗

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）
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【コラム】式典の感想と今後の抱負（弁護士竹内和正）
昨年行われた５０周年記念式典では、４０周年の式典に続き、司会を担当しました。司会をするか、鴨田弁護士演出の寸劇に出演するかの
２択を迫られた結果です。一部界隈では県内随一との呼び声高い鴨田さんの寸劇家としての能力に疑いはありませんが、シンプルに寸劇に
出たくない、という気持ちから司会を選択したということになります。当日はたくさんの方から「どうして今回も司会なの？」といわれま
した。上記経緯を説明するわけにもいかず、その都度「ルックスの良さを買われて、ですかね。」と答えていたのですが、皆さん一様に複
雑な表情をされていました。ルックスの良さが災いしたのか、冗談としてうまく伝わらなかったようです。

式典当日に楽しんだだけの僕とは異なり、事務局の皆さんは、当日まで大変な時間と労力をかけて準備してくれました。記念誌の作成、ホ
テルとの交渉、動画作成、会場設営、当日の対応等々、あらためて当事務所の事務局の能力の高さと事務所への思いを感じました。本当に
素晴らしかったです。

宮澤先生が亡くなられ、また、５０周年記念式典を盛大に行うことができ、事務所は一つの大きな区切りを迎えました。未来に向けて、宮
澤先生が築いてきたものを引継ぎ発展させていかなくてはなりません。ただ、まあ、僕にできることは限られているので、邪魔はしないよ
う、明るくにこやかに1年1年丁寧にすごしていきたいと思っています。

弁護士　竹内　和正

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）

【コラム】つながりを大切に（弁護士谷川生子）
ここ数年、個人の自己破産事件の相談・受任が増えているような気がしていましたが、最高裁判所の司法統計によれば、２０１９年から
２０２２年にかけて、全国の裁判所の破産事件の新受事件数は、緩やかに減少しています。対する２０２３年１～９月の累計件数は、前年
同時期に比べて５０００件ほど増えており、新型コロナウィルスやウクライナ侵攻による物価高騰の影響がうかがわれます。

相談者の中には過去に自己破産の経験があるという方も珍しくなく、破産は人生で一度きり、と安易に言えない状況のように思います。蓄
えができるだけの収入がなければ、失業や家族の入院治療等の突発的な事態に対処できないことは当然です。ぎりぎり年金等の収入があり、
生活保護につなげられない方の場合、破産手続は終わっても危うい状況は続きます。

昨年迎えた事務所の５０周年を経て、こうした問題の原因をつきつめて考え、解決策を探り、行動に移すのが事務所のあり方だと改めて諸
先輩方に教わりました。容易なことではありませんが、だからこそ多くの人とのつながりが大切です。気持ちを新たに、埼玉総合の５１年
目が始まります。
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弁護士　谷川　生子

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）

【コラム】埼玉地方労働審議会（弁護士佐渡島啓）
埼玉地方労働審議会

昨年１２月、埼玉地方労働審議会に公益代表委員として出席しました。地方労働審議会とは、労働者・使用者・公益の代表が一同に会し、
各都道府県労働局が担う様々な労働分野の施策について調査審議し、意見を述べる会です。
今年度の埼玉労働局の主要施策の一つに「多様な人材の活躍推進」があり、具体的には、男性の育児休業取得促進や高齢者の就労促進、そ
れから新規学卒者等への就労支援が挙げられています。

新規学卒者への就労支援としては合同企業説明会のほか、昨年１１月には未内定高校生を対象とした就職面接会を埼玉県などと協力して開
催し、７１名の生徒が参加しました。

近時の高卒３年以内の離職率は３５％を超えており、その要因の１つに、高校生が就職先について検討する時間が短いことがあります（企
業による学校への求人申込は高校３年生の７月から）。
昨年私が過労死防止啓発授業のために訪問したある高校の教員からも、生徒が十分な検討なく就職先を決めてしまい、就職後に後悔するケー
スが多いという話を聞きました。
このような新規学卒者への就職支援のほか、長時間労働の抑制や非正規労働者の公正な待遇の実現など、労働局も取り組む労働者のための
具体的な施策が効果を発揮するよう、地方労働審議会の場も利用して今後も活動していきたいと思います。

弁護士　佐渡島　啓

（事務所ニュース・2024年新年号掲載）
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